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そもそも地⽅が衰退する原因 トレードオフ
トレードオフ（英: Trade-off）とは、⼀⽅を追求すれば他⽅を犠牲にせざるを得ないという状態・関係のことである。

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

ミッション︓トレードオフの解消

経済 環境

社会

世界の⼈々の価値観は変化してきている



経済以外の価値を流通させる為の新たなテクノロジーが台頭

IoT・AI・BIGDATA・Blockchain等の先端技術の台頭

地⽅都市に存在する価値でありながら流通させる⼿段が無かった社会・環境の
物理的な事象をデジタル化し価値を付加し流通することが可能に

経済・社会・環境が調和した「エコシステム」の実現

これまで

求めていきたい姿

時代は繰り返す︖

⽩⼭を含む過疎化が進む⾥⼭地域がめざす姿は︖

求められる地⽅都市の姿は︖

⼤都市圏を中⼼とした経済社会
中央を⽀える地⽅都市

（経済発展を⽀えてきた最終モデル）

新たなビジョンを共有した協調社会
ビジョン達成の⼀翼を担う地⽅都市

（新たな成⻑に取り組む初期モデル）



新たなビジョンを共有した協調社会
ビジョン達成の⼀翼を担う地⽅都市

（新たな成⻑に取り組む初期モデル）

イノベーションを重視し価値創造を追求
機能や組織の枠を超えて思考

（新たな社会発展に取り組む⼈材）

⽩⼭市SDGs未来都市の選択

⽩⼭市SDGs未来都市を整備する

⽩⼭市SDGs未来都市2030ビジョン
経済・社会・環境が調和される未来都市「⽩⼭ソサエティ」を実現

開⼭1300年を迎えた⽩⼭の歴史・⽂化と豊かな⾃然環境の恩恵を、全ての市⺠や組
織が実感し、⽩⼭ユネスコエコパーク及び⽩⼭⼿取川ジオパークの理念に基づいて、
経済発展や豊かな⽣活の成果を⽩⼭市に還元するサイクルの確⽴を⽬指す。
本市におけるQOLを「持続可能な社会を⾃らの⼿によって作り上げることを実感す
る」と位置づけ、そのQOLの源でもある、市⺠⼀⼈ひとりの主体的な「学び」「成
⻑」「挑戦」から、「経済」「社会」「環境」を調和するエコシステムを市⺠参画の
もと⼀体感をもって構築する。



⽩⼭市SDGs未来都市の中で取り組むプロジェクトテーマ概要

⽩⼭麓が抱えるネガティブ表現をポジティブ表現に変換

IoT・BigData・AI・Blockchain

LPWAの技術を⽤いた都市データ収集基盤整備
⾥⼭環境データの収集（2019年度予定）

５Gを⽤いた社会実験環境の整備（2019年度予定）



AI（⼈⼯知能）の活⽤促進（⾮構造化データの有効活⽤）

ブロックチェーンプラットフォーマーとの連携



ブロックチェーンエンジニア育成の推進

⽩⼭市SDGs未来都市活動拠点整備

社会連携によるオープンイノベーション拠点の整備



具体的なビジョンの策定





「⿃越地域」を丸ごとジオエンターテイメント都市にする。

ドローンユーザーに対して上空150mをレンタル ⼿取川ジオパークの世界認定を⽬指し
世界中の⽣物・環境をビッグデータ化し
⽣物多様性をテーマとした
エンターテイメント事業を推進



⽩⼭麓夢考房キャンパスで取り組むイノベーションPRJ
プロジェクトの進め⽅（hackathon）



今後に向けて SDGsの価値観を基盤に
産官学⺠連携によるイノベーションプロジェクト

推進体制の強化と活動成果の世界発信


